
正
井
文
柴
軒
大
阪
へ
氷
る

文
発
座
の
始
-
'
代
々
の
座
主

一
党

義
太
夫
････････三

代
目
義
太
夫
の
政
太
夫
･････････近
松
門
左
衛
門
･････････忙
上
っ
て
轟
太
夫
節
が
確
立
し
た
｡

竹
田
出
宴
･････････苦
悶
文
三
郎
-
-
･･･に
よ
っ
て
人
形
舞
童
が
大
成
し
た
｡
こ
の
連
繊
八
十
三
年
間
の
業
績
に

よ
る
人
形
浄
瑠
璃
も
'
す
ぐ
そ
の
後
に
つ
･J
く
傑
物
が
出
な
か
っ
た
馬
め
に
､
天
明
･･････-
寛
政
･････････享
和

の
頃
に
な
る
と
'
も
う
殆
ど
g
I介
五
裂
で
'

1
定
の
劇
場
が
を
い
篤
め
竹
本
座
や
豊
竹
座
の
類
義
そ
の
他
の
末

流
が
､
或
時
は
道
頓
堀
の
各
芝
居
､
曾
根
崎
そ
の
他
で
舷
時
随
所
の
其
日
ぐ
ら
し
の
興
行
を
横
け
て
ゐ
る
に
過

ぎ
な
い
と
い
ふ
情
勢
で
あ
っ
た
大
阪
の
地

へ
､
測
ら
ず
も
淡
路
の
個
展
か
ら
'
文
楽
座
の
元
観
正
井
文
楽
軒
が

現
は
れ
て
来
た
｡

さ
て
､
文
楽
座
の
創
始
か
ら
'
代
々
の
文
楽
座
主
の
事
績
に
つ
い
て
､
明
治
大
正
に
ま
で
筆
を
伸
ば
し
Y
t

請
者
の
便
宜
上
､
こ
れ
を
総
括
し
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
が
･
そ
れ
は
別
著
の

r
浄
瑠
璃
研
究
書
』
中
に
駄
載
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し
た
が
､
こ
～
に
は
其
重
複
を
厭
は
ず
左
に
帝
載
す
る
こ
と
に
し
た
｡

文
楽
軒
と
は
雅
境
で
･
本
名
は
正
井
高
兵
衛
'
淡
路
の
人
'
十
三
歳
で
浄
瑠
璃
を
語
り
'
文
楽
軒
と
名
乗
っ

て
中
国
筋
大
名
を
歴
訪
し
て
は
､
得
意
の
浄
瑠
璃
を
聴
か
せ
た
か
ら
'
そ
の
名
は
和
宮
知
ら
れ
て
ゐ
た
ら
し
い
.

大
阪
に
上
っ
て
来
た
の
は
'
明
和
と
も
天
明
七
も
寛
政
と
も
'
諸
説
匪
々
で
あ
る
か
ら
確
に
は
云
ひ
切
れ
な
い

が
'
大
阪
で
の
第

1
託
鋲
を
止
め
た
場
所
雪

南
匪
高
津
七
番
て

高
津
の
入
堀
川
に
架
す
る
高
津
橋
の
南
詰

西
へ
入
っ
た
涯
側
だ
と
云
は
れ

てゐ
る
｡
此
廃
へ
文
楽
席
の
浄
瑠
璃
稽
古
所
と
い
ふ
看
夜
を
上
げ
､
浄
瑠
璃
を

教
へ
た
り
･
叉
自
分
で
語
っ
た
り
.
時
に
は
革
手
の
中
か
ら
希
望
者
に
は
舞
塞

へ
も
出
し
て
や
っ
た
か
ら
､
人

気
が
立
っ
て
'
文
楽
軒
の
稽
古
場
と
科
し
て
遥
々
世
間
に
知
ら
れ
る
や
う
に
在
っ
た
｡
次
い
で
は
､
玄
人
を
砲

へ
人
形
を
加

へ
て
'
純
然
た
る
人
形
浄
瑠
璃
座
を
組
織
す
る
ま
で
に
進
ん
だ
C
そ
れ
は
文
化
二
年
と
の
説
も
あ

る
が
､
兎
に
角
文
化
八
年

一
月
か
ら
は
､
ズ
ツ
と
東
低
博
努
町
稲
荷
紳
敢
内
南
門
内
の
東
方
に
座
を
置
き
.
天

保
十
三
年
の

宮
芝
居
禁
令
降
下
ま
で
引
績
い
て
あ
っ
た
事
は
､
番
附
に
よ
っ
て
確
青
さ
れ
る
｡
但
し
文
柴
第
1

世
文
楽
軒
は
､
既
に
文
化
七
′年
七
月
九
日
に
死
ん
で
ゐ
る
か
ら

(
法
名
は
柴
道

)
'
此
骨
は
第
二
世
辞
発
券
の

世
代
で
あ

っ
′た
と
思
は
れ
る
｡
浄
梁
素
は
文
楽
軒
の
嫡
子
ら
し
く
'
素
人
浄
瑠
璃
と
し
て
父
と
優
劣
な
き
語
り

手
だ
と
侍

へ
て
ゐ
る
が
'
其
他
の
事
は
判
ら
な
い
｡
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文
柴
座

-

茸
は
文
楽
軒
の
芝
居
が
正
し
-
'
文
梁
塵
と
喝

へ
た
P
は
明
治
四
年
九
月
以
後
で
あ
る
が
､
便

宜
上
文
楽
座
と
呼
ぶ
事
と
す
る
1

は
､
前
に
述
べ
た
通
り
天
保
十
三
年
五
月
'
赦
寺
内
の
芝
居
興
行
葉
止
と

な
っ
て
､
同
十
四
年
二
月
か
ら
北
堀
江
市
之
側
芝
居
に
ノ移
り
､
四
月
.
五
月
と
席
け
､
空
弘
化
元
年

1
月
か
ら

道
頓
堀
若
太
夫
芝
居
へ
か
～
り
'

1
月
二

二
月
と
打
っ
た
が
､
其
後
､
二
年
二
二
年
､
四
年
は
記
録
不
明
｡
型

番
永
元
年
正
月
は
若
太
夫
芝
居
に
興
行
し
た
が
'
又
打
絶
え
て
'
同
四
年
五
月
若
太
夫
芝
居
へ
'
登
玉
年
中
も

明
か
な
ら
ず
.
同
六
年
二
月
に
は
叉
若
太
夫
芝
居
に
'
十
月
も
同
芝
居
に
興
行
し
た
｡

璽
安
政
元
年

7
舟
か
ら
は
､
南
騒
清
水
町
演

(四
ツ
橋
東
詰
南
'
御
地
橋
の
商
連
)
に
横
塚
を
横

へ
'′
同
三

年
八
月
溝
で
連
頼
興
行
し
た
｡.
こ
の
新
型
止
地
は
他
の
興
行
物
も
地
固
め
の
篤
め
許
可
さ
れ
､
天
保
禁
令
嶺
程

な
く
妬
け
て
明
治
へ
か
廿
て
の
道
頓
堀
に
次
ぐ
繁
華
境
で
あ
っ
た
こ
と
は
ー
書
出
玉
造
の
紙
人
形
事
件
の
騰
動

な
ど
と
共
に
後
に
叙
べ
る
｡

天
保
禁
令
も
時
日
の
噂
過
で
漸
-
薄
ら
い
だ
と
こ
ろ
か
ら
､
文
楽
座
は
替
地
の
博
勢
町
栢
荷
敢
内

へ
複
線
を

願
ひ
出
た
が
'
許
可
の
恩
命
を
得
て
.
安
政
三
年
九
月
､
再
び
膏
場
所
に
開
場
の
避
び
忙
至
っ
た
｡
こ
の
普
時

に
は
､
文
柴
座
主
と
し
て

1
世
の
傑
物
三
世
文
楽
肴
が
頭
を
凄
げ
て
現
は
れ
て
来
た
､
そ
し
て
文
楽
座
の
興
隆

に
故
意
精
進
し
た
の
で
あ
る
｡
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文
楽
象

(
初
代
は
文
楽
軒
二

1代
は
浮
楽
募
)
昧
初
め
柴
翁
と
科
し
後
忙
文
楽
易
と
解
し
た
｡
大
我
と
呼
び
･

文
化
十
年
十
二
月
十
六
日
生
と
あ
る
が
.
賓
は
丘
井
家
門
前
に
棄
て
ら
れ
た
人
だ
と
樽

へ
る
｡
天
性
告
敏
'
能

く
時
勢
を
見
て
動
く
の
明
が
あ
り
､
ま
た
文
藻
に
も
富
ん
で
ゐ
た
｡
初
め
は
長
門
'
圏
平
と
提
携
L
P
後
に
春
･

玉
造
.
越
路
と
結
び
.
五
世
爾
太
夫
と
も
親
し
か
つ
た
｡
文
梁
を
し
て
天
下
の
文
楽
た
ら
し
め
た
は
此
人
で
あ

っ
た
｡
明
治
二
十
年
二
月
十
五
日
を
以
て
此
世
を
辞
し
た
｡
享
年
七
十
五
歳
｡

始
め
正
井
氏
で
あ
っ
た
が
'
後
に
植
村
姓
に
改
め
て
ゐ
る
｡
天
保
十
四
年
撃
止
の
遊
行
寺
碑
文
に
紘
'
正
井

大
蔵
と
あ
る
か
ら
'
改
姓
は
其
以
後
の
事
で
あ
ら
う
｡
そ
れ
以
来
植
村
健
で
壇
け
ら
れ
た
が
'
思
ふ
に
捨
子
で

あ
っ
た
文
楽
嘉
は
'
賓
家
の
植
村
姓
に
撃
冗
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
､
こ
れ
は
私
の
臆
測
に
過
ぎ
ぬ
が
｡

明
治
に
な
っ
て
､
大
阪
府
は
西
匿
松
島
の
新
開
地
勢
展
策
と
し
て
遊
廓
を
置
き
'
更
に
歌
舞
伎
と
人
形
浄
瑠

璃
座
の
移
帝
を
計
婁
し
た
｡
文
楽
座
が
其
勧
誘
に
廉
じ
て
､
博
替
町
稲
荷
社
内
か
ら
出
て
･
松
島
の
新
築
劇
場

(
今
の
八
千
代
座
)

へ
移
っ
て
行
っ
た
の
は
明
治
五
年
正
月
興
行
か
ら
で
あ
る
｡
そ
し
て
十
験
年
間
を
松
島
文

楽
座
と
し
て
横
け
た
｡
但
し
五
年
八
月
と
､
六
年

一
月
と
は
萄
地
相
荷
敷
内
で
臨
時
興
行
を
や
っ
て
ゐ
る
O

明
治
十
七
年
に
入
り
'
文
楽
の
葛
地
稲
荷
境
内
北
門
に

(文
楽
座
は
同
敢
内
東
芝
居
)
彦
六
座
が
生
れ
て
大

に
気
勢
を
上
げ
た
.
こ
の
影
響
は
地
利
に
不
利
を
松
島
文
筆
座
に
忽
ち
波
及
し
た
の
で
､
同
年
九
月
､
松
島
を
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引
横
弓
て
東
筒
御
室
神
政
境
内
に
移
樽
す
る
こ
と
に
在
っ
た
.
爾
来
'
御
室
文
楽
の
名
で
呼
ば
れ
､
大
正
十
五

年
十

1
月
の
失
火
焼
亡
ま
で
興
行
を
樺
行
し
た
｡
た
ゞ
此
間
､
劇
場
改
廉
の
篤
め
'
十
九
年
二
月
二

二
月
.
五

月
･
十

1
月
の
四
同
だ
け
は
'
松
島
に
臨
時
出
張
し
た
｡

翻
っ
て
'
文
楽
座
主
を
見
る
と
'
傑
材
文
楽
着
後
去
後
'
音
子
植
村
大
助
が
嗣
い
で
四
代
目
の
座
主
に
坐

っ

た
が
､
温
柔
で
オ
腕
に
乏
し
い
人
､
骨
董
好
き
で
陽
春
堂
と
科
し
支
部
貿
易
を
ど
始
め
て
'
大
失
敗
を
醸
し
資

産
を
蕩
毒
し
た
揚
句
は
､
父
の
死
後
三
年
日
の
明
･SE｡
廿
三
年
三
月
上
目
に
､
其
後
を
追
う
て
物
故
し
た
.

五
代
の
文
楽
座
主
は
'
大
助
の
賓
子
奉
戴
が
継
承
し
た
が
'
病
崩
の
上
に
素
行
修
ま
ら
ず
'
偽
て
文
楽
易
未

亡
人

ハ
ル
子
が

一
座
監
督
に
従
事
し
た
｡
俗
に
か

ゑ
い
さ
ん
と
云
は
れ
幕
内
信
頼
の
的

.と
を
つ
て
ゐ
た
が
､
座

蓮
振
は
ず
経
営
困
難
の
極

､
明
治
四
十
二
年
三
月
ー

1
座
を
牽
け
て
松
竹
合
名
倉
敷
些
誇
り
渡
す
こ
と
に
決
着

し
た
｡
そ
し
て
日
本
に
唯

1
の
存
在
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
座
の
壊
滅
を
防
ぎ
'
植
村
家

の
危
機
を
も
救
ふ
事
が

出
来
た
｡
か
-
し
て
､
長
門
太
夫
や
文
楽
翁
の
丹
精
で
育
成
さ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
の
大
殿
堂
文
楽
座
も
､
耗
興

行
家
た
る
糸
竹
の
手
に
移
る
こ
と
に
怒
っ
た
.

血

際
'
引
継
が
れ
た
座
員
の
激
は
･
太
夫
三
十
八
名
二

二
味
線

五
十

1
人
'
人
形
連
b
l
l十
四
名
と
怒
っ
て
ゐ
る
o

松
竹
の
経
営
に
移
さ
れ
た
文
楽
座
は
･
概
し
て
順
調
に
進
ん
で
行
っ
た
が
･
大
正
十
五
年
十

1
月
廿
九
日
午
前
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十

一
時
劇
場
内
か
ら
失
火
焼
亡
の
厄
に
遭
う
た
｡
翌
昭
墾

蚕

正
月
よ
り
道
頓
堀
耕
大
座
に
引
越
し
興
行
'
同

五
年
正
月
'
脅
近
松
座
跡
の
南
蹄
佐
野
屋
橋
解
語
の
地
に
新
築
成
っ
て
移
り
今

日
に
及
ん
で
ゐ
る
｡
以
上
'
文

楽
創
立
以
躯
の
経
過
概
観
で
あ
る
｡

こ

の
附
､
沓
文
楽
座
主
の
五
代
鵜
村
泰
寂
は
､
悪
疾
を
碍
て
大
正
初
年
に
狂
死
し
､
女
傑

ハ
ル
子
は
同
末
年

六
十
験
巌
で
頻
表
し
た
｡
斯
-
し
て
天
下
の
文
楽
を
築
い
た
興
行
界
の
互
人
文
異
系
の
面
影
は
.
梯
か
に
下
寺

町
遊
行
寺
の

一
隅
に
襲
え
立
つ
大
碑
石
に
よ
っ
て
の
み
偲
ぶ
の
外
は
な
い
｡

_

文
楽
希
の
某
碑
は
､
天
王
寺
匿
下
寺
町
遊
行
寺
に
在
っ
て
.
碑
面
悉
-
其
経
歴
の
刻
文
で
捜
め
て
ゐ
る
が
･

長
碑

の
事
と
て
視
野
に
入
ら
ず
'
列
轟
し
難
い
篤
め
心
な
ら
ず
も
其
櫨
に
な
っ
て
居
た
が
.
去
年
道
路
修
築
の

鳩
め
碑
石
移
特
の
好
機
を
掴
ん
で
'
近
-
筆
嘉
し
た
の
が
左
記
の
全
文
で
あ
る
｡
今
後
再
び
近
く
見
る
の
機
も

あ
る
ま
い
か
ら
.
好
学
人
の
筒
め
に
'
活
字
と
し
て
蔑
し
て
日直
-
.

寺
内
に
は
此

互
碑
の
他
に
､
正
井
大
寂
が
天
保
十
四
年
秋
に
撃
止
し
た

F
文
楽
先
軸
之
碑
』
が
あ
る
｡
併
せ

観
る
可
き
肝
宴
資
料
で
あ
る
か
ら
'
先
づ
そ
れ
か
ら
紹
介
す
る
｡

碑
の
正
面
に
は
､
樺
楽
壇
､
樺
妙
数
､
正
井
氏
と
あ
る
.
楽
道
'
妙
教
は
.
正
井
大
蔵
こ
と
文
楽
肴
の
観
父

母
の
法
名
で
､
大
蔵
が
天
保
十
四
年
に
萄
碑
を
改
造
t
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
｡
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維
時
天
保
十
四
賢
卯
秋
改
造
萄
碑
也
厳
父
柴
道
文
化
七
庚
午
秋
七
月
九
日
後
展
観
母
妙
教
天
保
十
1
庚
子
各

十
二
月
八
日
毅
也
依
之
聯
名
両
建
之
奏
者
碑
先
将
楽
祭
典
宗
族
亀
井
儀
兵
衛
者
共
合
力
餐
之
云
其
先
人
之
志
為

示
子
孫
記
之
-

1

二
世
孫

正
井
大
蔵
涼
感
親
敬
白

さ
て
'
文
楽
寮
の
碑
は
胡
治
廿
二
年
十
二
月
､
囚
代
の
太
助
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
こ
の
建
碑
式
は

明
治
廿
三
年
八
月
廿
三
日
で
'
大
助
複
表
の
直
後
で
あ
る
｡
そ
の
碑
銘
全
文
を
掲
げ
る
｡

尊
皇
固
偶
人
劇
像
而
整

冗
者
其
唯
文
楽
欺
敗
者
群
釆
而
充
溢
於
其
場
末
維
新
以
選
書
圃
輿
寓
芳
通
信
舶
廉

臭
故
各
国
人
亦
時
々
観
之
而
賞
嘆
鳶
然
別
可
謂
海
内
之
健
也
夫
文
･#
纂
者
姓
植
村
稀
大
蔵
阪
府
人
其
王
婿

稀
轟
兵
衛
幼
而
善
浄
瑠
璃
鍔
十
有
三
而
自
髄
文
楽
軒
昔
歴
遊
於
中
国
僚
誇
大
姓
招
帝
而
演
之
其
音
調
不
凡

強
者
莫
不
感
賞
廼
廠
名
於
天
下
英
子
緯
蔦
其
技
亦
類
於
考
稀
胎
復
興
考
同
者
生
森
々
継
考
業
其
技
優
於
王

父
董
寮
者
三
世
而
鮎
名
於
海
内
故
嘗
今
厳
然
其
場
盛
昌
無
比
鼻
骨
禽
之
康
徳
居
多
臭
且
泰
天
賦
浴
連
大
慶

而
文
雅
之
玄
筆

玄
予
劇
場
主
何
督
於
大
方
君
子
耶
不
顛
其
雅
於
外
平
素
輿
之
封
則
如
常
人
然
入
其
室
而
戯

其
陳
列
則
股
塵
而
賓
希
有
之
士
也
是
以
世
人
築
慕
其
恵
有
験
暇
則
娯
楽
茶
講
或
飛
羽
場
遭
輿
故
三
都
諸
大

家
亦
無
不
稀
余
徳
明
治
二
十
年
歳
衆
丁
亥
二
月
十
有
五
日
不
幸
確
病
而
避
於
仙
都
行
年
七
十
有
五
単
連
宴

漁
港
行
寺
中
哲
葡
大
助
簿
碑
於
畢
穂
作
銘
日
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者
永
々
衰

執
謂
之
拒

有
赫
々
者

執
謂
之
洩

',l
毅
而
有
聞

執
謂
非
違

泉
染

上
満

堂
之
累
如

文
篇
之
穏

明
治
二
十
二
年
威
攻
己
丑
十
有
二
月
下
洗

後
寧

華
陽

臭
陽
庭
土
小
出
堅
撰
瀬
音

以
上
南
碑
の
刻
文
に
よ
っ
て
'

文
楽
座
主
の
記
録
が
漸
く
明
か
に
夜

つ
た
や
う
で
あ
る
｡
た
ゞ

三
代

の
文
楽

座
主
文
発
券
の
斯
道
貫
厭
の
業
績
に
裁
て
は
､
尚
多
-
の
訴
材
も
持
っ
て
ゐ
る
が
､
兎
に
角
浄
瑠
璃
史
上
の
偉

勘
考
と
し
て
､
永
く
銘
記
す
可
き
で
あ
ら
う
と
息
ふ
｡

(以
上

｢
浄
瑠
璃
研
究
書
』
特
記
)
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説
教
脊
語
座
の
来
垂文
楽
座
と
の
大
激
戦

前
は
天
保
の
浄
瑠
璃
界
院
遼
る
･････････-

音
数
十
年
末
備
然
と
し
て
存
績
し
､
何
等
外
部
の
物
の
侵
す
こ
と
の
を
い
･
威
容
堂
々
た
る
義
太
夫
節
の
世




